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分担研究報告書（R4年度） 

 

慢性腎臓病(CKD)患者に特有の健康課題に適合した多職種連携による生活・食事指導等の実証研究 

～CKD多職種連携ガイドの作成～ 

 

研究分担者： 

研究分担者   

岡田 浩一 埼玉医科大学・医学部 

 

阿部 雅紀 日本大学・医学部 

金崎 啓造 島根大学・医学部 

内田 明子 聖隷佐倉市民病院・看護管理室 

石川 祐一 茨城キリスト教大学・生活科学部食物健康科学科 

竹内 裕紀 東京医科大学・薬剤部 

 

 
A. 研究目的： 

CKD 進展抑制に有効な多職種連携に関するエ

ビデンスおよび好事例をもとに CKD ケアにおけ

る多職種連携マニュアルを作成し、横展開を促

進する。 

 
B. 研究方法： 

以下の項目立てにそって、多職種からなる研究

分担者および研究協力者により執筆する。 
 
１腎臓病療養指導士制度（要） 

１-１ 腎臓病療養指導士制度の概要 
２CKD 診療にかかわる多職種の役割 
２-１ メディカルスタッフの重要性（要） 
２-２ 看護師（内田） 
２-3 管理栄養士（石川） 
２-4 薬剤師（竹内） 

３CKD 多職種連携を推進する取り組み 
３-１ CKD 外来（金崎） 

３-２ CKD 検査教育入院（阿部） 
３-３ 腎臓病教室（成田） 
３-４ 多職種ミーティング（高城） 
３-５ 多職種連携に役立つ連携ツール（阿部） 
３-６ CKD 教育による効果の検証（金崎）  

４病診連携で行うこれからの CKD 診療（岡田） 
４-１ なぜ病診連携が重要か 
４-２ 病診連携体制の実際 
４-３ 病診連携体制の今後の課題 

５多職種で取り組む「生活目標」の設定（杉本） 
５-１ 保存期から生活目標を設定する意義 
５-２ 多職種で取り組む生活目標の設定 

６腎代替療法意思決定支援 
６-１ 多職種による腎代替療法意思決定支援 

   ６-１-１ 看護師（内田） 
   ６-１-２ 管理栄養士（石川） 
   ６-１-３ 薬剤師（竹内） 

６-２ 効果的な腎代替療法意思決定支援の方

研究要旨： R4 年度は CKD 進展抑制に効果的な多職種ケアを実施するための多職種連携を促進

するガイドを、国内外のエビデンスおよび国内の好事例を参考に、CKD ケアに関与する多職種

で協力し作成した。今後は普及を促進し、プロセス評価・アウトカム評価を実施し、定期的な

改訂を行う。 
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法（川島） 
   ６-２-１ 共同意思決定（shared decision 

making : SDM）  
   ６-２-２ 意思決定支援サポートツール 

６-３ 腎代替療法専門指導士制度（要） 
 

 

C. 研究結果： 
本研究により、我が国で初めての CKD ケアに

おける多職種連携マニュアルが作成された。（添

付資料）腎臓専門医のみならず、腎臓病療養指

導士の資格を有する看護師、管理栄養士、薬剤

師により、多面的な視点から記載がなされてい

る。さらに本研究班で行ったアンケート調査結

果より、積極的に多職種によるＣＫＤケアを実

践し、かつＣＫＤ進展抑制に有効な取り組みを

行っている施設を選定し、個別に協力を要請し、

そのノウハウや、実際に使用されているプロト

コールや文書を提供いただき、マニュアルに盛

り込むことができた。全体を通してわかりやす

い文章で実践的な内容が示されている。一方、

ＣＫＤ患者に対する具体的なケアの内容は記載

されておらず、その部分を補完するためには、

「エビデンスに基づく CKD 診療ガイドライン

2018」、「患者と家族のための CKD 療養ガイド

2018」、「ＣＫＤ看護ケアガイド」、「CKD 保存期

ケアガイド」、「腎臓病療養指導士のための CKD
指導ガイドブック」などを参照する。これらの

マニュアルを効率的に活用することで各施設に

おける多職種によるＣＫＤケアの推進が期待さ

れる。 
 

D. 考察 

マニュアル作成後の評価として、プロセス評

価およびアウトカム評価が必要である。マニュ

アルは日本腎臓病協会CKD対策部会および厚

労科研CKD対策研究班（岡田班）の協力のもと

に冊子体が全国のCKD診療専門医療機関に配

布されるため、多職種連携状況に関するアンケ

ート調査とさらに数年後にはCKD進展抑制効

果に関するアウトカム評価を行う。アウトカム

評価の比較基準としては、本研究班が実施した

調査結果を活用する。プロセス評価およびアウ

トカム評価、またアンケートの際の利用者の意

見を踏まえて改訂を行う必要がある。 

E. 結論 

わが国初となる多職種のためのマニュアル

「CKD ケアのための多職種連携ガイド」が完成

した。今後はこのガイド全国普及させ、有効活

用しゆくことが期待される。 
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